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品川区のこのようなことが
決まりました

品川区のこのようなことが
決まりました

議案審議
−  平成30年第４回定例会  −

会期14日間：平成30年12月６日～12月19日

　障害児および障害者の福祉の増進を図るため、地域生活の支援拠点となる品川区立障
害児者総合支援施設を南品川三丁目7番7号に設置します。
　これに伴い、条例を整備するとともに、品川区立児童学園条例を廃止します。

新たな障害児者総合支援施設が10月1日から開設予定です。
第83号議案　品川区立障害児者総合支援施設条例　指定管理者を指定した施設と指定管理者は以下のとおりです。指定期間は平成31年

4月1日から5年間です。

ぷりすくーる西五反田などの指定管理者が決まりました。
第92号議案～第97号議案　指定管理者の指定について

　増加する火葬・葬儀の需要にこたえるため、臨海部広域斎場の火葬炉等の増築や既存
施設の修繕等を計画的に進めていく方針となりました。これに伴い、組織区（品川区・
港区・目黒区・大田区・世田谷区）の費用負担等について現行規定の見直しが必要とな
ったため、「臨海部広域斎場組合規約」の変更を行います。

臨海部広域斎場の利便性向上を進めるため、
臨海部広域斎場組合の規約を変更します。
第91号議案　臨海部広域斎場組合規約の変更について

Q 火葬炉や葬儀会場等の増
築・施設整備について、
今後のスケジュールは。

委員会での質問

Q 区立品川健康センターお
よび荏原健康センターの
管理を行う指定管理者を
選定した判断基準は。

委員会での質問

Q 開設が10月に遅れることに伴
い、４月から代替施設で実施す
る事業は。

委員会での質問

A 2030年度より稼働できるよう進めていきますが、他斎場の動向や事業環境の�
変化等を注視し、必要に応じて計画の精査・見直しを行います。

A 生活介護と就労継続支援Ｂ型であ
り、4月から、こみゅにてぃぷら
ざ八潮を代替施設として実施予定
です。

※�上記のうち、主な議案を以下のとおりご紹介します。

今回審議した議案等は

区長提出議案………16件
請願・陳情………19件

計35件

指定管理者
制度とは

臨海部広域斎場とは
　火葬需要の増大を見据えて、品川区・港区・目黒区・大田区・
世田谷区の5区で組織された臨海部広域斎場組合（一部事務
組合）により設置された斎場です。火葬場やこれに併設する
葬儀会場の設置および管理運営に関する事務を5区で共同処
理しています。

普通地方公共団体が指定する法人その他の団体に、公の施設の管理を行わせる制度です。
公の施設の管理に民間の能力を活用しつつ住民サービスの向上を図るとともに、経費の縮減
等を図るために導入されました。

品川区立障害児者総合支援施設完成予想図

A 提案に様々な工夫がみられ、特に光熱水費
の削減について具体的な提案があり、選考
における得点も８割以上であったため、選
定しました。

※第97号議案についての質問です。

議案
番号 施　　設 指定管理者
92 区立ぷりすくーる西五反田 特定非営利活動法人子育て品川

93 区立東大井地域密着型多機能ホーム 株式会社大起エンゼルヘルプ

94 区立心身障害者福祉会館 社会福祉法人品川総合福祉センター

95 区立上大崎つばさの家 社会福祉法人げんき

96 区立発達障害者支援施設 社会福祉法人げんき

97
区立品川健康センター 住友不動産エスフォルタ・

ＮＴＴファシリティーズ共同事業体区立荏原健康センター
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第４回定例会の議決結果  全会一致で可決した議案
議案
番号 件　　　名

83 品川区立障害児者総合支援施設条例（2ページに説明を掲載。）

84 品川区議会議員および品川区長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例

85 （仮称）品川区立障害児者総合支援施設新築工事請負契約の変更について

86 （仮称）品川区立障害児者総合支援施設新築給排水衛生設備工事請負契約の変更について

87 （仮称）品川区立障害児者総合支援施設新築空気調和設備工事請負契約の変更について

88 （仮称）品川区立障害児者総合支援施設新築電気設備工事請負契約の変更について

89 第二戸越幹線整備工事（上流部シールド）請負契約

90 第二戸越幹線整備工事（下水道本管立坑整備）請負契約の変更について

91 臨海部広域斎場組合規約の変更について（3ページに説明を掲載。）

92 指定管理者の指定について（区立ぷりすくーる西五反田。 3ページに説明を掲載。）

95 指定管理者の指定について（区立上大崎つばさの家。3ページに説明を掲載。）

96 指定管理者の指定について（区立発達障害者支援施設。3ページに説明を掲載。）

98 訴訟上の和解について

第４回定例会の議決結果  意見の分かれた議案

本会議や委員会を傍聴してみませんか
　本会議、常任委員会・議会運営委員会・特別委員会は、どなたでも傍聴することができます。
　傍聴を希望する方は、区議会事務局（区役所議会棟４階）で傍聴券の交付を受けてください。
　傍聴券は本会議、各委員会が始まる１時間前から交付します。
　定員は本会議は77人（車椅子用４席含む）、第１委員会室は65人、第２～第５委員会室は各10人まで
となっています。
　議会日程等につきましては、区議会だよりや区議会ホームページ、広報しながわでお知らせしています。
　議会の日程は変更する場合もありますので、傍聴を希望される場合は、あらかじめ区議会事務局まで
お問い合わせください。

（議事係 電話：03-5742-6809　FAX：03-5742-6895）

本会議場・委員会室にヒアリング支援機器を導入しています
　本会議場に設置されている難聴者補助設備（磁気ループ）に加え、委員会

室にも簡易型のヒアリング支援機器を導入しています。

　本会議場および委員会室で補聴機器の利用を希望される場合は、傍聴手続

きの際にお申し出ください。（数に限りがありますので、ご了承ください）

議案
番号 件　　　名 結果 自・未⑾

公 明
⑻
共 産
⑻
民・無
⑸
無 品
⑵
ネット
⑵

無所属議員
（50音順）
⑴ ⑴ ⑴

93
指定管理者の指定について
（区立東大井地域密着型多機能ホーム。 3ページに�
説明を掲載。）

可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※1

94 指定管理者の指定について（区立心身障害者福祉会館。3ページに説明を掲載。） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ※1

97
指定管理者の指定について
（区立品川健康センターおよび区立荏原健康センター。
3ページに説明を掲載。）

可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ※1

○…賛成　×…反対　（数字）は所属議員数　無所属議員は左から氏名の50音順で表記しています。
※１…議長のため、議決に加わっておりません。

●�会派名は次の略語で記載しています。�
自・未……品川区議会自民党・子ども未来　公明……品川区議会公明党　共産……日本共産党品川区議団

　民・無……国民民主党・無所属クラブ　無品……無所属品川　ネット……品川・生活者ネットワーク

「もっと知りたい！」におこたえします

区議会ホームページ トップ画面（パソコン）

❶

❸

　会議録検索から、本会議・
委員会の会議録をご覧い
ただけます。

　区議会の会議録❸
　インターネット中継から、本
会議の代表・一般質問等や予算・
決算特別委員会総括質疑の映
像をご覧いただけます。

　区議会の映像❶

❷

一般質問の様子や本会議・委員会の審議等は、区議会ホームページからご覧になれます。

　区議会の活動から、本会
議や委員会の予定・結果、
資料等をご覧いただけます。

　区議会の活動❷
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防
災
対
策
に
つ
い
て

問
台
風
の
被
害
が
多
く
な
る
中
、
台
風
直

撃
の
危
機
か
ら
守
る
避
難
計
画
に
つ
い

て
所
見
を
。

答
避
難
勧
告
等
の
発
令
基
準
に
従
い
、

様
々
な
手
段
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
い
、

避
難
を
促
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
台
風
、
震
災
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
災

害
か
ら
、
夜
間
人
口
、
昼
間
人
口
の
生

命
と
財
産
を
守
る
決
意
を
。

答
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
保
有
す
る

全
て
の
機
能
を
発
揮
し
、
生
命
・
身
体
・

財
産
を
災
害
か
ら
保
護
し
て
い
く
。

問
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
区
内
公
衆
電
話
ボ
ッ

ク
ス
の
増
設
整
備
を
働
き
か
け
て
は
。

答
特
設
公
衆
電
話
を
区
民
避
難
所
の
み
な

ら
ず
、
区
内
64
か
所
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

に
も
97
台
配
備
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
こ
れ
ま
で
の
区
と
自
衛
隊
と
の
連
携
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
平
素
か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
し

て
き
た
。
今
後
も
関
係
を
強
化
し
、
さ

ら
な
る
連
携
体
制
を
築
い
て
い
き
た
い
。

私
立
幼
稚
園
支
援
に
つ
い
て

問
入
園
減
少
で
補
助
金
が
減
少
す
る
と
、

私
立
幼
稚
園
へ
の
過
度
な
負
担
が
心
配

さ
れ
る
。
園
が
持
続
可
能
と
な
る
支
援

策
に
つ
い
て
所
見
を
。

答
入
園
児
数
は
近
年
横
ば
い
の
状
況
で
あ

り
、
区
の
補
助
金
が
大
き
く
減
少
す
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
支
援
事
業
の
ほ
か
、
園
か
ら
の
要

望
を
聞
き
、
各
種
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問
大
崎
幼
稚
園
は
、
都
が
道
路
整
備
を
行

う
補
助
29
号
線
の
計
画
上
に
敷
地
の
ほ

と
ん
ど
が
入
っ
て
い
る
。
区
と
し
て
積

極
的
に
園
存
続
を
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

答
移
転
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的

な
対
応
は
都
が
行
っ
て
い
る
。
存
続
で

き
る
よ
う
様
々
な
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

区
政
運
営
に
つ
い
て

問
平
成
33
年
度
、
三
ツ
木
保
育
園
よ
り
区

立
保
育
園
の
民
営
化
が
始
ま
る
。
効
率

的
な
引
き
継
ぎ
に
つ
い
て
所
見
を
。

答
保
育
の
継
続
性
を
重
視
し
、
１
年
程
度

保
育
士
の
引
き
継
ぎ
期
間
を
設
け
る
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

成
功
に
向
け
た
諸
課
題
対
応
に
つ
い
て

　
・
更
な
る
定
住
化
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

本
多
　
健
信
　
議
員（自

・
未
）

区
民
交
通
傷
害
保
険
の
導
入
と
自
転
車

利
用
の
考
え
方
に
つ
い
て

問
自
転
車
事
故
の
賠
償
高
額
化
等
に
対
応

す
る
た
め
、
区
が
保
険
の
窓
口
と
な
る

区
民
交
通
傷
害
保
険
の
導
入
を
求
め
る
。

答
導
入
に
向
け
、
業
務
体
制
の
整
備
や
実

施
時
期
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
区
民
の
自
転
車
利
用
の
実
態
に
即
し
た

新
た
な
活
用
方
針
の
策
定
を
求
め
る
。

答
東
京
都
が
策
定
中
の
自
転
車
活
用
推
進

計
画
を
踏
ま
え
、
活
用
の
位
置
付
け
を

検
討
す
る
。

環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
具
体

的
な
対
策
に
つ
い
て

問
区
立
学
校
の
給
食
で
は
毎
年
、
429
万
本

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
を
使
用
・

廃
棄
し
て
い
る
が
、
見
直
し
を
求
め
る
。

答
環
境
教
育
へ
の
展
開
も
視
野
に
入
れ
、

給
食
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ー
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

問
回
収
後
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
リ
サ
イ
ク
ル
過
程
を
周
知
・
広
報
す

る
「
見
え
る
化
」
を
求
め
る
。

答
適
切
な
分
別
行
動
に
つ
な
が
る
の
で
、

よ
り
啓
発
で
き
る
手
法
を
工
夫
す
る
。

困
難
を
抱
え
る
家
庭
に
直
接
、
食
料
品

等
の
生
活
必
需
品
を
届
け
る
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て

問
進
捗
状
況
と
財
源
と
し
て
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
活
用
方
法
を
問
う
。

答
人
材
や
車
の
確
保
等
の
調
整
を
行
っ
て

お
り
、
来
年
か
ら
の
実
現
を
目
指
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
理
解
と
共
感
を
得
る

機
会
と
し
て
、
区
民
や
企
業
の
支
援
の

輪
が
広
が
る
可
能
性
が
期
待
さ
れ
る
。

「
想
定
外
」
に
備
え
る
た
め
の
複
合
的

な
防
災
対
策
に
つ
い
て

問
改
訂
後
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
動
画
の
作
成
・
公
開
を
求
め
る
。

答
動
画
の
作
成
予
定
は
な
い
が
各
種
訓
練

で
の
動
画
活
用
も
含
め
工
夫
し
て
い
く
。

問
民
間
井
戸
の
所
在
や
水
質
、
水
量
等
を

調
査
し
、
防
災
活
用
の
検
討
を
求
め
る
。

答
協
定
の
締
結
も
含
め
、
今
後
の
課
題
と

し
て
研
究
し
て
い
く
。

問
行
政
書
士
等
、
各
「
士
業
」
団
体
に
対

し
、
災
害
協
定
の
締
結
促
進
を
求
め
る
。

答
専
門
家
の
知
見
は
非
常
に
有
用
で
あ
り
、

災
害
時
の
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
各
士

業
団
体
に
働
き
か
け
て
い
く
。

あ
く
つ
広
王
　
議
員（公

　
明
）

平成30年第４回定例会では、区政全般について、
12名の議員が一般質問を行いました。
以下、概要をお知らせします。

区政をきく
（一般質問）

会派名は次の略語で記載しています。
自・未……品川区議会自民党・子ども未来　公明……品川区議会公明党
共産……日本共産党品川区議団　民・無……国民民主党・無所属クラブ
無品……無所属品川　ネット……品川・生活者ネットワーク

12
月
６
日（
木
）

本
多
　
　
健
信
　
議
員
（
自
・
未
）

あ
く
つ
　
広
王
　
議
員
（
公
　
明
）

お
く
の
　
晋
治
　
議
員
（
共
　
産
）

木
村
　
け
ん
ご
　
議
員
（
民
・
無
）

須
貝
　
　
行
宏
　
議
員
（
無
　
品
）

12
月
７
日（
金
）

の
だ
て
　
稔
史
　
議
員
（
共
　
産
）

渡
辺
　
　
裕
一
　
議
員
（
自
・
未
）

浅
野
ひ
ろ
ゆ
き
　
議
員
（
公
　
明
）

大
倉
た
か
ひ
ろ
　
議
員
（
民
・
無
）

伊
藤
　
　
昌
宏
　
議
員
（
自
・
未
）

田
中
　
さ
や
か
　
議
員
（
ネ
ッ
ト
）

高
橋
　
し
ん
じ
　
議
員
（
無
所
属
）

一般質問

一般質問とは
　議員が区の行政全般にわたり、区長を
はじめとする執行機関に対して行う質問
です。各定例会で行われます。
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欧
米
の
議
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

消
費
税
を
上
げ
る
な
ら
議
員
も
区
長
も

身
を
切
る
べ
き
で
は

問
区
民
の
暮
し
や
商
売
が
厳
し
い
中
で
、

消
費
税
を
上
げ
て
区
民
に
負
担
を
強
い

る
な
ら
、
増
税
す
る
前
に
区
民
か
ら
選

ば
れ
た
議
員
も
区
長
も
、
給
与
・
議
員

数
や
経
費
と
、
300
万
円
か
ら
500
万
円
も

増
え
る
議
員
役
職
手
当
を
削
減
す
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

時
給
で
３
万
円
か
ら
10
万
円
に
も
な
る

選
挙
管
理
委
員
、
教
育
委
員
、
監
査
委

員
な
ど
の
報
酬
も
削
減
し
、
身
を
切
る

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
特
別
職
の
報
酬
等
は
報
酬
等
審
議
会
の

審
議
の
う
え
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例

で
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
行
政
委
員
の

報
酬
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
議
員
経
費
等

に
つ
い
て
は
区
議
会
に
お
い
て
ご
検
討

頂
く
こ
と
が
適
当
と
考
え
て
い
る
。

区
に
も
責
任
が
あ
る
。
首
都
圏
の
通
勤

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
改
善
せ
よ

問
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
偏
重
の
再
開
発
は

特
定
地
域
に
人
口
急
増
を
も
た
ら
し
た

た
め
過
酷
な
通
勤
・
通
学
ラ
ッ
シ
ュ
を

生
み
、
住
民
に
多
大
な
不
便
さ
や
不
安

を
与
え
て
い
る
。　
　

将
来
の
交
通
予
測
も
き
ち
ん
と
立
て
な

い
で
進
め
た
再
開
発
は
、
区
に
も
大
き

な
責
任
が
あ
る
。

通
勤
し
て
い
る
区
民
層
に
対
し
て
も
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
を
解
消
す
る
た
め
に
、

国
や
警
察
や
交
通
機
関
と
連
携
し
、
新

た
な
交
通
網
の
整
備
や
時
差
通
勤
対
策

を
早
急
に
講
ず
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
再
開
発
事
業
完
了
後
の
周
辺
へ
の
影
響

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
地
区
の
人
口
増

加
、
車
や
歩
行
者
の
交
通
量
の
予
測
等

を
行
い
、
必
要
と
な
る
道
路
や
歩
行
空

間
な
ど
、
都
市
基
盤
整
備
も
あ
わ
せ
て

進
め
て
い
る
。
ま
た
駅
の
混
雑
解
消
に

つ
い
て
は
、
計
画
段
階
か
ら
鉄
道
事
業

者
と
情
報
共
有
や
協
議
等
を
行
っ
て
い

る
。
時
差
通
勤
な
ど
の
混
雑
解
消
は
駅

ご
と
の
利
用
者
の
ピ
ー
ク
状
況
を
踏
ま

え
、
品
川
区
外
の
駅
も
含
め
た
総
合
的

な
対
策
が
必
要
な
の
で
効
果
的
な
運
用

面
で
の
工
夫
に
つ
い
て
鉄
道
事
業
者
へ

の
対
策
を
求
め
て
い
く
。

ゆ
っ
た
り
買
い
物
が
で
き
会
話
が
弾
む

商
店
街
を
壊
す
29
号
線
と
戸
越
公
園
駅

前
19
番
地
再
開
発
は
止
め
よ

問
肩
肘
張
ら
ず
に
出
か
け
ら
れ
ほ
っ
と
し

て
歩
き
や
す
い
戸
越
公
園
駅
周
辺
商
店

街
が
防
災
を
口
実
に
壊
さ
れ
る
。
糸
魚

川
大
火
被
害
は
消
防
活
動
で
横
に
広
が

る
の
を
抑
え
た
と
の
事
。
こ
の
教
訓
か

ら
な
ぜ
29
号
線
道
路
整
備
に
な
る
の
か
。

答
教
訓
と
し
た
の
は
消
防
活
動
が
大
切
で

あ
る
こ
と
と
同
時
に
、
さ
ら
に
延
焼
遮

断
帯
や
建
物
の
不
燃
化
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
被
害
を
抑
え
る
こ
と
。

問
29
号
線
と
一
体
に
再
開
発
が
行
わ
れ
て

い
る
。
区
は
「
新
た
な
街
を
つ
く
る
過

程
で
は
絆
が
深
ま
る
」
と
答
弁
。
街
に

調
和
し
て
い
な
い
23
階
建
て
戸
越
５
丁

目
19
番
地
再
開
発
で
店
舗
や
借
家
人
が

追
い
出
さ
れ
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
の
に
な

ぜ
絆
が
深
ま
る
の
か
。

答
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
り
課
題
解
決
の
た

め
に
話
し
合
い
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、

お
互
い
の
考
え
に
理
解
を
深
め
る
こ
と

は
地
域
全
体
の
絆
に
結
び
つ
く
。

家
計
消
費
を
冷
え
込
ま
せ
格
差
と
貧
困

さ
ら
に
広
げ
る
消
費
税
10
％
は
中
止
を

問
増
税
は
社
会
保
障
の
た
め
と
い
う
が
安

倍
自
公
政
権
は
社
会
保
障
費
を
3.9
兆
円

も
削
減
し
た
。
所
得
の
再
分
配
を
行
う

社
会
保
障
の
財
源
と
し
て
低
所
得
者
ほ

ど
負
担
の
重
い
消
費
税
は
相
応
し
く
な

い
。
区
は
消
費
税
が
な
ぜ
社
会
保
障
の

た
め
に
必
要
と
考
え
る
の
か
。

答
消
費
税
は
間
接
税
で
消
費
活
動
に
対
す

る
税
。
国
民
全
体
に
広
く
薄
く
課
税
す

る
税
金
だ
。

義
務
教
育
無
償
化
の
実
現
と
子
育
て
支

援
充
実
へ
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

問
憲
法
に
義
務
教
育
は
無
償
と
明
記
。
給

食
は
教
育
の
一
環
。
１
人
年
間
５
～
６

万
円
は
子
育
て
世
帯
に
大
き
な
負
担
。

全
国
で
広
が
る
無
償
化
を
品
川
で
も
実

施
を
求
め
る
。

答
食
材
費
の
み
保
護
者
に
負
担
し
て
頂
い

て
い
る
。
経
済
的
困
窮
世
帯
は
生
活
保

護
や
就
学
援
助
、
多
子
家
庭
補
助
な
ど

で
区
が
負
担
し
て
い
る
。
す
べ
て
の
児

童
生
徒
の
無
償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
災
害
関
連
死
は
政
治
の
責
任
で
防
げ

須
貝
　
行
宏
　
議
員（無

　
品
）

の
だ
て
稔
史
　
議
員（共

　
産
）

濱
野
区
長
の
公
約
違
反
は
許
さ
れ
な
い

安
全
安
心
が
最
優
先
と
言
う
の
な
ら
羽

田
新
ル
ー
ト
計
画
に
反
対
を

問
区
長
選
挙
で
安
全
安
心
を
最
優
先
と
公

約
し
な
が
ら
、
就
任
会
見
で
区
と
し
て

反
対
で
き
な
い
と
の
発
言
は
、
重
大
な

公
約
違
反
で
あ
る
。
選
挙
で
示
さ
れ
た

民
意
と
は
、
羽
田
新
ル
ー
ト
反
対
で
は

な
い
の
か
。
国
に
計
画
撤
回
を
求
め
る

べ
き
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答
こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心
を
最
優
先
の
考

え
方
を
基
本
と
し
、
国
に
対
し
騒
音
影

響
の
低
減
や
落
下
物
対
策
等
、
徹
底
的

な
対
策
を
具
体
的
に
示
し
、
あ
わ
せ
て

地
域
へ
の
丁
寧
か
つ
き
め
細
や
か
な
説

明
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
て
い
く
。

所
得
は
低
い
の
に
保
険
料
は
い
ち
ば
ん

高
い　
国
保
料
引
き
下
げ
は
政
治
の
責

任問
国
保
は
加
入
者
の
８
割
近
く
を
高
齢
者

と
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
で
占
め
る
。
他
の

医
療
保
険
よ
り
も
異
常
に
高
い
保
険
料

は
、
国
保
の
構
造
問
題
の
根
本
で
あ
り
、

解
決
の
た
め
に
は
公
費
投
入
が
必
要
で

あ
る
と
い
う
認
識
は
あ
る
の
か
。

答
今
年
度
始
ま
っ
た
国
保
制
度
改
革
で
は
、

都
も
保
険
者
と
な
り
、
激
変
緩
和
策
等

さ
ま
ざ
ま
な
財
政
支
援
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
引
き
続
き
、
国
や
都
に
対

し
て
財
源
の
確
保
を
要
望
し
て
い
く
。

星
薬
科
大
学
の
イ
チ
ョ
ウ
並
木
を
壊
す

な
！
防
災
に
役
立
た
な
い
放
射
２
号
線

道
路
は
中
止
を

問
地
域
で
反
対
運
動
が
起
き
て
い
る
放
射

２
号
線
道
路
は
、
地
域
を
守
る
延
焼
遮

断
帯
と
な
っ
て
い
る
大
学
構
内
の
イ
チ

ョ
ウ
並
木
を
貫
通
し
分
断
す
る
。
こ
の

地
域
を
木
密
地
域
と
決
め
つ
け
た
道
路

計
画
は
防
災
に
逆
行
す
る
の
で
は
。

答
都
が
進
め
る
特
定
整
備
路
線
は
、
路
線

全
体
で
の
延
焼
遮
断
帯
の
形
成
と
交
通

の
円
滑
化
が
目
的
で
あ
り
、
中
止
を
求

め
る
考
え
は
な
い
。
関
係
権
利
者
へ
の

丁
寧
な
説
明
や
対
応
を
行
う
よ
う
、
引

き
続
き
都
に
求
め
て
い
く
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・（
株
）
Ｔ
Ｏ
Ｃ
に
貸
し
付
け
た
旧
一
日

野
小
跡
地
は
区
民
の
貴
重
な
財
産　
返

還
を
求
め
、
特
養
・
公
園
・
保
育
園
な

ど
区
民
の
た
め
の
活
用
を

特
殊
詐
欺
か
ら
狙
わ
れ
る
高
齢
者
を
守

る
に
は

問
昨
年
１
年
間
の
特
殊
詐
欺
被
害
件
数
は

１
万
８
千
212
件
で
７
年
連
続
の
増
加
。

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
警
察
と
行

政
が
話
し
合
い
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ
へ
の

対
抗
策
を
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

答
特
殊
詐
欺
の
発
生
状
況
を
情
報
交
換
す

る
ほ
か
、
警
察
か
ら
の
要
請
に
よ
り
青

パ
ト
車
両
を
活
用
し
た
広
報
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
警
察
と
連
携
し
て

自
動
通
話
録
音
機
の
設
置
世
帯
を
増
や

し
、
被
害
の
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
る
。

正
常
な
人
口
構
成
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
品
川
区
を

問
少
子
高
齢
化
な
ら
び
に
人
口
減
少
は
、

今
後
の
日
本
経
済
の
成
長
力
に
影
響
を

与
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
高
齢
化
に
よ

る
貯
蓄
率
の
低
下
や
資
本
貯
蓄
の
抑
制

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
区
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
、
品
川
区
総

合
戦
略
を
策
定
し
、
出
生
率
の
向
上
や

子
育
て
支
援
、
多
様
な
世
代
の
定
住
に

向
け
た
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、

就
業
機
会
創
出
支
援
等
の
施
策
に
よ
り
、

高
齢
化
へ
の
対
応
を
し
て
い
る
。

問
福
生
市
と
昭
島
市
は
、
独
身
の
男
女
に

出
会
い
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
イ
ベ
ン

ト
を
合
同
で
開
催
し
て
い
る
。
本
区
で

も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
。

答
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
を
対
象
に
、

出
会
い
か
ら
仲
間
づ
く
り
・
パ
ー
ト
ナ

ー
づ
く
り
の
機
会
を
提
供
す
る
し
な
が

わ
発
見
出
会
い
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

海
外
労
働
力
と
、
元
気
な
高
齢
者
力
活

用
に
つ
い
て

問
少
子
高
齢
化
で
労
働
者
不
足
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
外
国
人
受
け
入
れ
政
策
の
大

転
換
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
75
歳
や
80

歳
定
年
に
な
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ

る
が
、
高
齢
者
や
女
性
の
活
用
に
つ
い

て
、
区
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
多
様
な
人
材
能
力
の
活
用
は
、
ま
ち
の

活
力
ア
ッ
プ
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
人
が
元

気
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
活
動
で
き
る

よ
う
、
効
果
的
な
事
業
実
施
に
努
め
て

い
く
。

木
村
け
ん
ご
　
議
員（民

・
無
）

お
く
の
晋
治
　
議
員（共

　
産
）
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ス
ポ
ー
ツ
の
ち
か
ら
で
広
が
る
障
害
者

理
解
と
支
援
の
輪
に
つ
い
て

問
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
団
体
は
、
限

ら
れ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
や
助
成
金
頼
み
の

財
政
の
中
で
必
死
に
や
り
く
り
す
る
運

営
実
態
が
実
情
と
な
っ
て
い
る
が
、
品

川
区
で
支
援
し
て
は
い
か
が
か
。

答
区
は
こ
れ
ま
で
も
デ
フ
サ
ッ
カ
ー
東
日

本
リ
ー
グ
や
、
ろ
う
者
陸
上
選
手
権
大

会
を
後
援
し
て
き
た
。
今
後
も
関
係
機

関
と
連
携
し
、
支
援
に
努
め
て
い
く
。

問
地
域
行
事
で
の
ス
テ
ー
ジ
や
セ
レ
モ
ニ

ー
で
、
区
が
手
話
通
訳
者
を
派
遣
し
、

経
費
負
担
を
支
援
す
る
し
く
み
を
要
望

す
る
。

答
区
立
心
身
障
害
者
福
祉
会
館
が
日
時
な

ど
を
調
整
し
、
手
話
通
訳
者
を
派
遣
し

て
い
る
。
派
遣
費
用
に
つ
い
て
は
、
個

人
か
ら
の
依
頼
は
無
料
と
し
て
い
る
。

子
ど
も
を
守
る
学
校
と
地
域
の
役
割

災
害
時
に
も
有
効
な
シ
テ
ィ
チ
ャ
ー
ジ

の
導
入
に
つ
い
て

問
太
陽
光
発
電
を
利
用
し
街
な
か
で
充
電

可
能
な
シ
テ
ィ
チ
ャ
ー
ジ
は
、
送
電
線

が
破
損
し
て
も
独
立
し
て
発
電
可
能
な

設
備
で
あ
り
、
防
災
の
観
点
か
ら
有
用

で
あ
る
。
シ
テ
ィ
チ
ャ
ー
ジ
の
評
価
と

今
後
の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
シ
テ
ィ
チ
ャ
ー
ジ
は
災
害
時
に
も
電
源

と
し
て
利
用
で
き
る
設
備
の
一
つ
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
区
は
既
に
電
気

自
転
車
の
充
電
手
段
と
し
て
太
陽
光
を

活
用
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
様
々
な

手
段
に
よ
る
災
害
時
の
電
源
確
保
に
努

め
る
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
被
害
防
止
に
つ
い
て

問
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
使
い
方
に
よ
っ
て
、
い
じ
め

の
温
床
や
犯
罪
被
害
に
遭
う
等
の
危
険

性
が
あ
る
。
品
川
区
に
お
け
る
情
報
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
や
保
護
者
に
対
す
る
正

問
架
空
請
求
や
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど
、
児

童
や
生
徒
が
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
の
か
。

答
教
員
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
必
要
な
支
援

に
あ
た
る
ほ
か
、
犯
罪
被
害
が
疑
わ
れ

る
場
合
に
は
、
速
や
か
に
警
察
等
に
相

談
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に
つ
い
て

問
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
競
技
場
な
ど

で
の
観
戦
で
現
場
を
体
感
で
き
る
こ
と

が
大
き
な
財
産
と
な
る
が
、
区
と
し
て

の
方
向
性
や
抱
負
は
。

答
都
が
観
戦
希
望
の
都
内
学
校
の
生
徒
分

を
公
費
負
担
す
る
旨
発
表
し
て
お
り
、

区
で
も
観
戦
希
望
を
表
明
し
て
い
る
。

競
技
体
験
や
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
等
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
申
し
入
れ
て
い
く
。

問
観
戦
方
法
と
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
が
期
待
を
集
め
て
い
る
が
、
ス

ポ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
等
に
よ
り
民
間
で
は

で
き
な
い
。
地
方
自
治
体
ゆ
え
に
実
現

可
能
性
が
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ブ

サ
イ
ト
の
区
内
展
開
に
つ
い
て
見
解
を
。

答
実
施
に
向
け
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
子
ど
も
、
高
齢
者
、
女
性
を
守
る
防
犯

体
制

　
・
町
会
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

し
い
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
方
法
の
啓

発
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
成

果
と
課
題
は
。

答
Ｓ
Ｎ
Ｓ
東
京
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
学
校

ル
ー
ル
を
作
成
す
る
と
共
に
、
そ
れ
ら

を
活
用
し
た
授
業
を
年
間
指
導
計
画
に

位
置
付
け
て
お
り
、
家
庭
ル
ー
ル
を
親

子
で
話
し
合
う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

成
果
と
し
て
、
児
童
生
徒
が
自
ら
情
報

モ
ラ
ル
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
充
実

し
て
い
る
。
保
護
者
へ
の
意
識
啓
発
は

継
続
的
な
課
題
で
あ
る
。

問
エ
ル
サ
ゲ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
、
有
名
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
似
せ
た
キ
ャ
ラ
が
暴
力

や
性
的
表
現
を
行
い
子
供
に
悪
影
響
を

与
え
る
動
画
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

保
護
者
に
対
し
て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

重
要
性
や
家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
の
啓

発
が
必
要
で
あ
る
。

答
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
重
要
性
や
家
庭
で

の
ル
ー
ル
作
り
は
区
と
し
て
も
重
要
な

こ
と
と
捉
え
て
お
り
、
引
き
続
き
家
庭

に
対
し
て
啓
発
し
て
い
く
。
低
年
齢
の

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
へ
の
ネ
ッ
ト
利

用
に
関
す
る
啓
発
と
し
て
在
宅
子
育
て

支
援
授
業
で
の
周
知
や
「
パ
パ
マ
マ
応

援
ア
プ
リ
」
な
ど
様
々
な
機
会
の
活
用

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
食
品
ロ
ス
・
公
文
書
管
理
に
つ
い
て

高
校
生
等
の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

問
体
の
成
長
・
変
化
が
著
し
い
年
代
の
健

康
維
持
・
改
善
に
も
目
を
向
け
て
い
き

た
い
と
思
う
が
、
高
校
生
の
疾
病
等
健

康
状
態
に
つ
い
て
認
識
は
。

答
都
教
育
委
員
会
発
行
の
学
校
保
健
統
計

書
に
よ
れ
ば
、
高
校
３
年
生
の
主
な
疾

患
と
し
て
、
む
し
歯
に
つ
い
て
は
経
年

的
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、
歯

周
疾
患
の
割
合
は
学
年
が
進
む
に
つ
れ

て
高
く
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
状
況
で

あ
る
。

問
怪
我
が
増
加
す
る
高
校
生
等
の
健
康
維

持
や
そ
れ
に
伴
う
経
済
的
負
担
の
軽
減

の
た
め
、
高
校
生
等
へ
の
医
療
費
助
成

の
拡
大
を
提
案
す
る
。

答
既
に
高
校
生
へ
の
助
成
を
行
っ
て
い
る

自
治
体
の
実
績
や
財
政
負
担
等
を
踏
ま

え
、
検
討
し
て
い
く
。

各
種
が
ん
検
診
の
充
実
に
つ
い
て

品
川
区
の
児
童
虐
待
対
策
に
つ
い
て

問
児
童
虐
待
の
件
数
は
増
え
続
け
て
い
る
。

乳
幼
児
健
診
や
保
育
園
、
幼
稚
園
入
園

等
、
一
貫
し
た
個
人
の
デ
ー
タ
を
持
つ

区
が
、
そ
の
デ
ー
タ
等
か
ら
虐
待
の
可

能
性
を
探
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

答
こ
れ
ま
で
も
健
診
未
受
診
児
童
等
の
情

報
を
集
約
し
、
家
庭
訪
問
や
関
係
機
関

へ
の
照
会
等
に
よ
り
虐
待
の
可
能
性
が

疑
わ
れ
る
児
童
の
把
握
に
努
め
て
き
た

が
、
今
後
も
児
童
相
談
所
等
と
一
層
連

携
し
た
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

問
緊
急
時
は
、
児
童
相
談
所
や
区
の
対
応

を
待
つ
こ
と
な
く
、
例
え
ば
警
察
官
同

行
等
の
条
件
で
個
別
宅
に
訪
問
す
る
な

ど
の
体
制
の
整
備
が
必
要
な
の
で
は
。

答
緊
急
時
は
警
察
へ
の
通
報
が
最
も
迅
速

な
対
応
と
な
る
。
今
後
、
警
察
と
の
連

携
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

品
川
区
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

問
品
川
・
荏
原
の
両
医
師
会
と
連
携
を
図

り
、
読
影
の
委
託
も
含
め
た
肺
が
ん
検

診
の
医
療
機
関
の
拡
大
を
要
望
す
る
。

答
現
状
で
は
専
門
医
の
確
保
が
難
し
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
引
き
続
き
工
夫
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

問
受
け
た
く
な
い
検
診
を
断
ら
な
い
限
り

は
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
同
時
に

セ
ッ
ト
で
受
診
す
る
方
式
を
オ
プ
ト
ア

ウ
ト
方
式
と
い
う
が
、
こ
の
手
法
は
が

ん
検
診
の
受
診
率
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
が
ん
検
診
の
受
診
者
を
増
や

す
た
め
オ
プ
ト
ア
ウ
ト
方
式
の
導
入
を

提
案
す
る
が
、
所
見
は
。

答
国
保
基
本
健
診
の
シ
ス
テ
ム
変
更
の
コ

ス
ト
負
担
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
現

状
で
は
導
入
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

様
々
な
可
能
性
を
検
討
し
、
が
ん
検
診

の
受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
く
。

防
災
及
び
災
害
時
情
報
の
発
信
と
収
集

に
つ
い
て

問
情
報
を
伝
え
た
い
側
が
送
り
出
し
た
情

報
を
プ
ッ
シ
ュ
型
情
報
と
い
う
が
、
プ

ッ
シ
ュ
型
防
災
情
報
の
充
実
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
区
の
取
り
組
み
は
。
現
在

の
防
災
ラ
ジ
オ
の
有
用
性
等
の
評
価
は
。

答
メ
ー
ル
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
様
々
な
手

段
で
プ
ッ
シ
ュ
型
情
報
を
配
信
し
て
き

た
。
防
災
行
政
無
線
の
補
完
手
段
の
一

つ
と
し
て
有
効
と
考
え
て
い
る
。

問
災
害
時
の
し
な
が
わ
中
央
公
園
ヘ
リ
ポ

ー
ト
の
活
用
は
。

答
支
援
物
資
の
搬
送
等
、
応
急
活
動
の
拠

点
と
し
て
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
。

問
初
期
の
災
害
状
況
把
握
の
た
め
、
ド
ロ

ー
ン
を
区
単
独
で
所
有
、
操
縦
で
き
る

体
制
を
構
築
し
、
そ
の
画
像
を
共
有
し

て
迅
速
な
復
旧
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

答
操
作
性
や
取
得
・
維
持
経
費
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
他
自
治
体
の
動
向
を
踏

ま
え
具
体
化
し
て
い
く
。

行
政
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い
て

問
区
が
展
開
す
る
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
デ

ー
タ
化
し
、
個
人
情
報
保
護
に
十
分
留

意
し
つ
つ
、
年
齢
や
性
別
等
に
応
じ
た

サ
ー
ビ
ス
を
区
民
に
提
供
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

答
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
対
象
や
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
等
を
迅
速
に
提
供
し
て

い
く
こ
と
は
、
区
民
の
利
便
性
向
上
に

資
す
る
と
考
え
る
。
新
技
術
の
動
向
把

握
を
含
め
実
現
の
可
能
性
を
追
求
す
る
。

品
川
区
の
職
員
体
制
等
に
つ
い
て

問
区
職
員
の
給
与
を
年
平
均
約
11
万
円
引

き
下
げ
る
内
容
の
特
別
区
人
事
委
員
会

勧
告
を
、
区
長
会
が
見
送
っ
た
背
景
は
。

答
職
務
と
責
任
、
情
勢
適
応
等
、
総
合
的

な
観
点
か
ら
熟
慮
を
重
ね
、
実
施
し
な

い
と
の
判
断
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

浅
野
ひ
ろ
ゆ
き
　
議
員

（
公
　
明
）

伊
藤
　
昌
宏
　
議
員（自

・
未
）

渡
辺
　
裕
一
　
議
員（自

・
未
）

大
倉
た
か
ひ
ろ
　
議
員

（
民
・
無
）
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子
ど
も
の
権
利
に
基
づ
く
性
教
育
の
充

実
に
つ
い
て

問
学
習
指
導
要
領
で
の
指
導
と
刑
法
に
あ

る
性
交
同
意
年
齢
13
歳
の
間
に
あ
る
乖

離
、
矛
盾
に
つ
い
て
区
の
見
解
を
問
う
。

答
法
に
お
け
る
解
釈
が
指
導
内
容
に
直
結

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
は
捉
え

て
い
な
い
。

問
区
が
実
施
し
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
い
じ
め
・
虐
待
な
ど
の
暴
力
防

止
予
防
教
育
の
中
で
性
暴
力
防
止
も
含

み
実
施
し
、
大
変
有
効
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
。
拡
充
を
求
め
る
が
見
解
は
？

答
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
繰
り
返
す
予
定
は
な
い
。

問
思
い
が
け
な
い
妊
娠
を
含
め
た
妊
娠
相

談
を
受
け
入
れ
る
区
の
窓
口
と
周
知
は
。

答
都
の
妊
娠
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
や
女
性

の
た
め
の
健
康
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
紹
介

が
適
当
と
考
え
周
知
を
図
る
。

し
な
が
わ
ネ
ウ
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

産
褥
期
に
つ
い
て

問
し
な
が
わ
ネ
ウ
ボ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

は
産
褥
期
の
視
点
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。

産
後
の
３
大
危
機
を
防
ぐ
た
め
に
、
区

の
産
褥
期
の
認
識
と
、
産
褥
期
を
具
体

的
に
理
解
で
き
る
情
報
提
供
を
問
う
。

答
産
前
の
段
階
で
の
産
褥
期
に
関
す
る
情

報
提
供
に
つ
い
て
は
重
要
と
考
え
て
い

る
。
今
後
充
実
さ
せ
る
。

品
川
区
が
進
め
る
児
童
相
談
所
の
設
置

計
画
に
つ
い
て

問
児
童
相
談
所
設
置
は
、
関
係
職
員
や
議

会
、
近
隣
住
民
な
ど
と
の
合
意
形
成
を

丁
寧
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
。
２
０
２

２
年
開
設
あ
り
き
で
は
な
く
、
丁
寧
に

準
備
を
進
め
る
べ
き
。
見
解
を
伺
う
。

答
一
定
の
目
標
と
し
て
２
０
２
２
年
４
月
、

こ
れ
を
定
め
て
仕
事
を
進
め
て
い
る
。

羽
田
新
飛
行
ル
ー
ト
計
画
に
つ
い
て

問
都
主
催
の
連
絡
会
で
の
区
の
発
言
内
容

に
つ
い
て
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
問
う
。

答
都
か
ら
連
絡
会
で
の
話
し
合
い
の
内
容

が
示
さ
れ
、
開
催
時
点
で
の
国
の
対
応

状
況
も
踏
ま
え
、
決
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
考
え
る
。
そ
の
際
の
議
会
へ
の
報

告
は
適
宜
適
切
に
行
う
。

問
計
画
に
反
対
す
る
住
民
の
反
対
意
見
を

発
言
内
容
に
入
れ
る
べ
き
。
見
解
は
。

答
全
て
の
意
見
に
対
し
て
国
に
届
け
る
と

い
う
と
こ
ろ
で
現
在
対
応
し
て
い
る
。

教
育
に
つ
い
て

問
学
力
定
着
度
調
査
と
総
合

質
問
紙
調
査
と
の
ク
ロ
ス

集
計
か
ら
の
分
析
は
。

答
生
活
習
慣
や
学
習
意
欲
と

相
関
関
係
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
学
級
に

助
け
あ
う
雰
囲
気
が
あ
る
と
回
答
し
た

児
童
・
生
徒
の
得
点
が
高
い
傾
向
。

問
特
別
支
援
教
室
は
小
学
校
に
導
入
３
年

目
。
約
百
人
の
児
童
が
指
導
対
象
の
拠

点
校
が
あ
る
。
き
め
細
か
い
指
導
の
た

め
に
拠
点
校
増
設
を
。

答
拠
点
校
新
規
開
設
の
準
備
を
し
て
い
る
。

問
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
在
籍
校
へ
の
復

帰
を
指
導
す
る
マ
イ
ス
ク
ー
ル
に
発
達

障
害
の
子
ど
も
も
通
え
る
よ
う
求
め
る
。

答
新
た
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

問
保
育
園
・
幼
稚
園
の
年
長
児
向
け
特
別

支
援
で
今
年
度
、
巡
回
回
数
が
大
幅
増

加
し
た
。
そ
の
成
果
は
。

答
保
育
士
の
専
門
性
の
向
上
、

特
別
支
援
児
へ
の
適
切
な

支
援
が
可
能
に
な
っ
た
。

入
学
後
の
継
続
的
支
援
の

た
め
に
も
役
割
は
大
き
い
。

福
祉
に
つ
い
て

問
①
児
童
虐
待
防
止
へ
の
区
の
決
意
を
。

②
障
害
児
者
総
合
支
援
施
設
の
運
営
は
。

答
①
児
童
相
談
所
の
区
へ
の
移
管
後
は
、

新
た
な
権
限
も
活
用
し
、
児
童
虐
待
の

発
生
予
防
・
早
期
発
見
・
早
期
対
応
に

全
力
で
取
り
組
む
。
②
４
法
人
と
連
携
。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
①
八
潮
地
区
②
立
会
川
地
区
・
勝
島
地

区
の
将
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
筋
は
。

③
立
会
川
の
浸
水
防
止
策
と
し
て
、
下

流
部
の
護
岸
に
パ
ネ
ル
の
設
置
を
。

答
①
住
環
境
が
保
全
さ
れ
、
魅
力
あ
る
地

区
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。
②
勝
島
・

京
浜
運
河
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や

立
会
川
駅
の
活
性
化
等
を
目
標
と
す
る

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
今
年
度
末
に

策
定
。
③
高
潮
に
対
す
る
当

面
の
効
果
が
あ
る
対
策
の
一

つ
。
都
と
協
議
す
る
。

［
そ
の
他
の
質
問
］

　
・
モ
ン
ゴ
ル
高
等
専
門
学
校
と
の
交
流
事

業
を
通
じ
た
区
内
中
小
企
業
雇
用
支
援

に
つ
い
て

高
橋
し
ん
じ
　
議
員（無

所
属
）

田
中
さ
や
か
　
議
員（ネ

ッ
ト
）

 品川区議会議長あてに提出された請願・陳情について、結果をお知らせします。�
 請願・陳情についての議事内容等は、各付託委員会の会議録から確認できます。

請願・陳情の結果   平成30年第４回定例会

※�採　　択：区議会として、ご希望に賛同します。　　　趣旨採択：区議会として、ご希望の趣旨に賛同します。
　不 採 択：区議会として、ご希望に賛同しかねます。　継続審査：区議会として、引き続き慎重に審査します。

付託委員会 請願・陳情件名 受理番号  結 果※

総務委員会

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願 平成30年
請願 第20号 不採択

指定管理制度運用ガイドラインの作成と研修実施を求める陳情 平成30年�
陳情 第23号 不採択

障害児者総合支援施設の工事の説明会実施と適切な工程管理を求める陳情 平成30年�
陳情 第24号 不採択

厚生委員会

受動喫煙防止条例の早期制定に関する陳情 平成28年�
陳情 第 5 号 継続審査

品川区における、バランスのとれた受動喫煙防止対策を求める陳情 平成28年�
陳情 第 6 号 継続審査

東京都品川区における、バランスのとれた受動喫煙防止対策を求める陳情 平成28年�
陳情 第 7 号 継続審査

品川区における受動喫煙防止に関する陳情 平成28年�
陳情 第 8 号 継続審査

放課後等デイサービスに関する補助事業等の実施を求める陳情 平成30年�
陳情 第21号 不採択

建設委員会

区が羽田空港増便による新低空飛行ルート撤回を国に強く要請することに関
する請願

平成30年�
請願 第17号 継続審査

区が羽田空港増便による新低空飛行ルート計画のアンケート調査をするこ
と、区独自の教室型説明会を開催することに関する請願

平成30年�
請願 第18号 継続審査

特定整備路線 放射２号線 現状を見直し改善を求める請願 平成30年�
請願 第19号 不採択

都営地下鉄中延駅（東中延２丁目口）のエレベーターなどの設置に向け、品
川区が東京都と連携して取り組むことを求める請願

平成30年�
請願 第21号 継続審査

コミュニティバスの運行を求める請願 平成30年�
請願 第22号 継続審査

区長が、羽田空港増便による新飛行ルートについて、国に対し見直しを求め
る交渉をすることに関する陳情

平成30年�
陳情 第12号 継続審査

羽田空港新ルート見直しと説明会開催に関する陳情 平成30年�
陳情 第13号 継続審査

コミュニティバスの運行を求める陳情 平成30年�
陳情 第20号 継続審査

文教委員会
学校給食の牛乳にプラスチックストローを使用しないことを求める請願 平成30年�

請願 第23号 採択

すまいるスクールの利用者ニーズ把握のためのアンケート調査の実施を求め
る陳情

平成30年�
陳情 第22号 不採択

オリンピック・
パラリンピック
推進特別委員会

第32回オリンピック競技大会（2020／東京）における競技施設等工事にお
いて、労働災害防止および「持続可能性に配慮した調達コード（長時間労働
の禁止等）」順守の徹底を求める意見書提出に対する請願

平成30年�
請願 第 4 号 継続審査
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特別委員会の活動
12月～ 1月

12月から1月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです

常任委員会の活動
12月～ 1月

12月から1月末までの委員会の
主な活動は次のとおりです

総務委員会
12月10日	�議案審査7件。
	� 請願・陳情審査３件。
	 専決処分の報告２件について質疑。
12月11日	�報告3件（地方公会計制度に基づく財務４表、特

別区人事委員会勧告に対する特別区長会の対応
など）について質疑。

	� 「人権行政のあり方について」をテーマに、「安心
しながわネットワークのあり方」と「性的マイノ
リティを取り巻く状況」について調査・研究。

１月21日	� 報告8件（品川区長期基本計画の策定状況、シテ
ィプロモーションの取組、庁舎食堂の営業休止、
芳水小学校第2期校舎改築その他機械設備工事
請負契約、工事等請負契約に係る前払金の限度
額拡大など）について質疑。

区民委員会
12月10日	�議案審査1件。
	� 報告2件（目黒川みんなのイルミネーション

2018冬の桜®ウインターコンサートの開催、品
川区施設予約システムのリニューアル）について
質疑。

12月11日	�大井競馬場を視察し、「都市型観光について」を
テーマに、他区の観光施策の取り組み状況をふ
まえ、品川区の今後の取り組みの方向性などに
ついて調査・研究。

１月21日	� 報告6件（「地域でつながる 
みんなの暮らし展2019」
の開催、証明交付窓口のリ
ニューアル、「第29回伝統
の技と味／しながわ展」の
開催など）について質疑。

文教委員会
12月10日	�議案審査2件。
	� 請願・陳情審査2件。
12月11日	�報告4件（平成31年度入学希望申請の状況、大

崎図書館分館の開館など）について質疑。
	� 「保育の質の向上について」をテーマに、保育の

質の向上や特色ある保育等について、区の取り
組み状況を踏まえ調査・研究。

１月21日	�� 報告6件（平成31年度新入学の学校選択希望申
請理由調査結果、平成31年度抽選校の結果、平
成30年度インフルエンザ様疾患による臨時休
業措置状況など）について質疑。

	� 子ども若者応援フリースペースと荏原平塚学
園を視察。

建設委員会
12月10日	�請願・陳情審査8件。
	� 専決処分の報告2件について質疑。
12月11日	�報告4件（平成31年1月区営住宅入居者募集、西

五反田二丁目地区のまちづくりなど）について
質疑。

	� 「防災対策について」をテーマに、「避難所運営マ
ニュアル更新支援業務」と「防災ハンドブックお
よび防災地図の改定」について調査・研究。

１月21日	� 報告8件（羽田新飛行ルート案に関する国の今
後の対応、平成31年２
月都営住宅入居者募
集、北品川駅駅前広場
都市計画案の説明会開
催など）について質疑。

厚生委員会
12月10日	�議案審査6件。
	� 陳情審査1件。
12月11日	�報告3件（「第3期品川区地域福祉計画（素案）」お

よびパブリックコメントの実施、産後ケア日帰
り型事業の拡充など）について質疑。

	� 「地域共生社会の実現について〜障害者包括支
援相談体制の検討状況〜」をテーマに、区の障害
者包括支援相談体制について、ヒアリング調査
の実施結果等をふまえ、調査・研究。

１月21日	� 報告2件（品川区在宅医療検索（医療機関等名簿
デジタル版）の開設、品川区立障害児者総合支援
施設の開設日変更に伴うサービス提供）につい
て質疑。

行財政改革特別委員会
12月12日	�「新公会計制度に関すること」をテーマに、新公

会計制度導入により新たに作成される財務諸表
等の有効的な活用方法について他自治体の事例
も参考に調査・研究。また、｢ＩＣＴなどの活用
に関すること｣をテーマに、区民サービスの電子
化について、前回視察した渋谷区の取り組み事
例も踏まえ、区民の利便性向上の観点から調査・
研究。

１月22日	�� 「区有施設・公有地等活用に関すること」をテー
マに、国・都有地等の有効活用について調査・…
研究。

	� 庁舎のあり方を調査するため、渋谷区役所新庁
舎を視察。

オリンピック・パラリンピック
推進特別委員会

12月13日	�｢オリンピック・パラリンピック教育に関するこ
と｣をテーマに、都教育委員会よりオリンピック・
パラリンピック教育アワード校に指定されてい
る延山小学校の授業を視察し、調査・研究。

１月23日	� 公益財団法人 東
京オリンピック・
パラリンピック
競技大会組織委
員会を視察。

	� 特定事件調査の
まとめについて
決定。

本会議

区長 議員

委員会

本会議

議案の
提出

議案の
提出

議 案

議 案

本会議・委員会の
話し合いの流れ

区議会議員全員が集まる
会議を「本会議」といい、そ
れぞれの分野に分かれて
さらに詳しく話し合う会
議を「委員会」といいます。

本会議で議案の内容が説
明され、議員は質問を行
い、区長などが答えます。
その後、担当する委員会
に議案を振り分けます。

各委員会に振り分けら
れた議案について説明
を聞いたり、質問をした
りして、さらに詳しく
話し合います。

各委員会での話し合い
の結果を本会議で報告
します。その後、議案に
ついて賛成か反対かを
多数決で決定します。

品川区ブラインドサッカー
応援キャラクター　やたたま
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防災訓練を実施しました
　平成30年12月9日に、災害発生時の対応を目的とした防災訓
練を品川区議会で実施しました。今回の訓練は、品川区内46
か所の避難所と区役所を結んで実施される区内一斉防災訓練
と合わせて区議会が実施したもので、東京湾北部を震源とする
都内最大震度７の大地震が発生した想定で行いました。
　品川区議会地震等災害対策本部会議を設置し、議員の安否確
認や地域情報収集、区災害情報の提供等の対応について、確認を
しました。また、これらの安否確認、情報収集、情報提供等にタブ
レット端末を活用する
など、ICT技術を積極
的に活用しました。
　今後も災害発生時
の区議会議員の行動
のあり方について、検
討を進めていきます。

本会議・委員会の日程（予定）

＊本会議・委員会は傍聴できます。日程等は変更になる場合がありますので、事前に区議会事務局までお問い合わせください。
＊�本会議は区議会ホームページでインターネット生中継をしています。また、本会議終了後おおむね１週間後、予算特別委員会の総括質
疑は会議終了後おおむね２週間後に、インターネット録画中継でご覧いただけます。

区議会だよりは、11名の区議会議員で構成する広報会議が編集をしています。

会　議　名 開　催　日　時

本会議

2月20日（水）午後 1時�
2月21日（木）午前10時�
2月22日（金）午前10時

3月26日（火）午後 1時

常
任
委
員
会

総　務

2月25日（月）午前10時�
2月26日（火）午前10時

区　民

厚　生

建　設

文　教

議会運営委員会 2月19日（火）午前10時30分�
3月25日（月）午前10時30分

特
別
委
員
会

行財政改革 2月27日（水）午前10時

オリンピック・
パラリンピック推進 2月28日（木）午前10時

予
　
算

款別審査
3月4日（月）・5日（火）・7日（木）・8日（金）�
11日（月）・12日（火）・13日（水）�
※各日ともに午前10時

総括質疑 3月18日（月）午前10時

ケーブルテレビ
放送予定

　本会議の区長施政方針、代表・
一般質問および予算特別委員会
の総括質疑の様子は、ケーブルテ
レビ品川の「品川区民チャンネル」
で放送予定です。
　放送予定日は以下のとおりです。

● 放送予定日

・本会議
　（区長施政方針、代表・一般質問）
　2月25日（月）～3月1日（金）

　（再放送）　　　　　　
　3月2日（土）・3月3日（日）

・予算特別委員会総括質疑
　3月22日（金）

　（再放送）
　3月24日（日）

スマホで読める区議会だより
デジタルブック配信中

品川区議会では、11月から3月末まで、
ウォームビズで節電に取り組んでいます。

　区議会だよりは、区議会ホームページで公
開するほか、スマホ・タブレット端末での閲
覧に適した電子書籍（デジタルブック）でも
配信しています。
※電子書籍（デジタルブック）での配信は、区議会
だよりの発行日から約２週間後となります。

▲�「カタログポケット」
このアイコンが目印

※�機種によってはうまく読み
込めない場合があります。


